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Abstract Head capsule width of Narathura japonica (Murray) larvae collected from various host trees in Tokyo and 
Ibaraki were measured. The butterfly passes through five larval instar stages before pupation. Larvae collected in late 
spring and late autumn had larger head capsules than those collected in summer and early autumn. Moreover, Ibaraki 


larvae have larger heads than Tokyo larvae. 
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緒 


ムラ サキ シジミ Narathura japonica (Murray) は , 日 本 (本州 , 
四国 , 九州 , 南西 諸島 ), 朝鮮 半島 南部 、 台湾 , Ισ 21Η 
し , 主 に 常緑 の カシ 類 を 食 樹 と し て いる 多 化 性 の シジミ チ 
ョ ウ で ある (白水 , 2006; 矢田 , 2007). 近年 , 東北 地方 な ど 
で 分 布 を 拡大 する 傾向 が あり (例え ば , 高橋 , 1998; 角田 , 
1998), 気候 温暖 化 の 影響 と し て 論じ られ る こと も ある . し 
か し , 市 川 ・ 原 (1978) に よれ ば , 埼玉 県 で は 本 種 の 記録 は 
196$ 年 ご ろか ら 激 減 し , 1970 年 代 ご ろ に 一 時 的 に まっ た く 
見 られ な く な っ た 時 期 が あり , その 傾向 は 埼玉 県 だ け で な 
く 近隣 の 都 県 で も 同様 で あっ た と され る . そし て ., 埼玉 県 
で は その 後 , 1980 年 代 か ら 再び 記録 され る よう に な り , 
1990 年 代 に は 多 産 する よう に な っ た (星野 ら , 1998). す な 
わ ち , 本 種 は 現在 の 関東 地方 で は 平地 か ら 低 山地 に ご く 普 
通 に 見 られ る チョ ウ で ある が , 近年 一 方 的 に 北方 へ と 分 布 
を 拡大 し て きた の で は な く ., その 個体 数 に は 十 年 以上 を 単 
位 と し た 大 き な 変 動 が ある と 考え られ る . TOLSE 
の 原因 を 考察 する た め に は , まず その 生態 を 詳細 に 調べ る 
必要 が ある が ,. 本 種 の 習性 の 調査 は 必ず し も ゃ 十分 で は な い 
(福田 ら , 1984a). また か つて は , 本 種 の 食 樹 と し て は アラ カ 
シ が 最も 良く 利用 きれ , シラ カシ は あま り 好 まれ な い 植 物 
で ある と され て いた が (福田 ら , 1984α). 現在 で は シラ カシ 
も 食 樹 と し て 利用 きれ て いる (グル ー プ 多摩 虫 , 199$: 仁 
Æ, 2004). 寄主 植物 に よっ て , 成虫 の 産卵 選好 性 や 幼虫 の 
発育 な ど に 違い が ある か どう か を 明らか に する 必要 が あ 
る . 

一 方 , H AJÉO 7 a Ὁ 05m oe , 1960 年 前 後に は 


大 半 の 種 で 明らか に され た (白水 ・ 原 , 1960, 1962). 保田 
(1950) に は ムラ サキ シジミ の 35 齢 期 の 観察 に つい て の 記述 


niil 


が ある が だ が, 白水 ・ 原 (1960, 1962) (X, この 観察 を 誤り で あろ 
うと し た . ム ラサ キシ ジミ と 同属 の ムラ サキ ツバ メ Ν. 
bazalus で は , 従来 終 齢 は 4 齢 と きれ て きた (福田 ら , 1984a: 
手代木 , 1997) が , 近年 $ 齢 で ある こと が 明らか に な っ た ( 小 
山 ・ 井 上 ,2004). これ ら と 近 縁 な ルー ミス シジミ Panchala 
ganesa の 終 齢 数 に つい て も ,4 齢 と 記さ れ た 文献 (例え ば , 
白水 ・ 原 , 1960, 1962; 福田 , 2005) と , 5 齢 と 記さ れ た 文献 
(手代木 , 1997) が ある . ムラ サキ シジミ や ルー ミス シジミ 
ΦΚ [8 Ἐκ , 根本 的 に 調べ 直す 必要 が ある と 思わ れる . 


昆虫 の 幼虫 の 経過 齢 数 は , 飼育 に よる 観察 以外 に 頭 幅 の 頻 
度 分 布 か ら 推 定 す る こと が で きる . 日 本 産 の チョ ウ の 生態 
IX, 1980 年 代 前 半 に 福田 ら (1982, 1983, 1984a, b) に よっ て 
集大成 され , 寄主 植物 や 越冬 態 , 周年 経過 な ど が ほとん ど 
全土 着 種 に つい て 明らか に され た . し か し 幼虫 の すべ て (E 
だ は ほとん ど ) の 齢 の 頭 幅 が 明らか に な っ て いる 種 は 決し 
て 多く は な い . これ まで に , イチ モン ジ セ セリ Parnara 
guttata (K 森 , 1933; 三田 村 ,1956. ア オス ジア ゲハ 
Graphium sarpedon (Nagasawa and Nakayama, 1974), ジャコ 
ウ ア グ ハ Byasa alcinous (Nagasawa and Nakayama, 1968a; 加 
ΠΕ, 2001), ヒメ ギフ チョ ウ Luehdorfia puziloi (倉田 1955: 宮 
Æ, 1957), ギフ チョ ウ Luehdorfia japonica (&i Ò , 1983), 
オナ ガ ア ゲハ Papilio macilentus (Nagasawa and Nakayama, 
1968b), シロ オビ アゲ ハ Papilio polytes GEX 5 , 1980), モン 
シロ チョ ツウ Pieris rapae (上 野 , 1952, 1953; 長沢 , 1953, 
1955a, b; 北野 1967; 平田 , 1963; 平田 ら , 1967), スジ グロ シ 
Uf a" Pieris melete ( 宮尾, 19569). エゾ スジ グロ シ ロ チ 
ョ ウ (現在 の ヤマ トス ジグ ロ シ ロ チョ ウ ) Pieris nesis (長澤 
D, 1976), モン キチ ョ ウ Colias erate ( 宮尾 , 1955, 1956b), A 
ラサ キツ バ メ (小山 ・ 井 上 , 2004), ジョ ウザ ン ミ ドリ シ ジ 
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Fig. 1. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Quercus glauca 1n Hachioji. White 


bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 


3 Favonius taxila (長沢 ・ 中 山 , 19693), アイ ノミ ドリ シジミ 
Chrysozephyrus brillantinus 長沢 ・ 中 山 1969b), ヤマ マト シ ジ 
ミ Zizeeria maha (宮尾 , 1956a: 宮尾 ・ 朝 比 , 1956), ゴマ ダラ 
チョ ウ Hestina japonica (宮尾 ・ 藤 原 , 1960), オオ ムラ サキ 
Sasakia charonda (Kato and Hasegawa, 1984), ヒメ ウラ ナミ 
ジャ ノ メ Ypthima argus (倉田 ・ 宮 尾 , 1955), ヒメ ジャ ノ メ 
Mycalesis gotama ( 中筋, 1978) E TEE πι 0 ERR 2378 
され て いる . また 日 本 産 の 材料 を 用 いて いな い が 日 本 に 分 
布 す る 種 で は , オオ モン シロ チョ ッ リウ Pieris brassicae (David 
and Gardiner, 1962) や バナ ナ セ セ リ Erionotathrax 
(Matsumoto et al., 1995) で も 各 齢 の 頭 幅 が 測定 され て いる . 


これ ら の 中 で , 多数 の 野外 採集 個体 を 用 いて 異な る 季節 
(世代 ) や 寄主 植物 で 幼虫 の 頭 幅 の 違い を 詳細 に 調べ た 研 
究 は わずか で , イ チ モ ン ジ セ セリ (大 森 , 1933: 三田 
4,1956) や モン シロ チョ ルウ (北野, 1967; FH Ò, 1967) で 
行わ れ て いる 程度 で ある . 


今回 , 東 京都 と 茨城 県 の 野外 か ら 採 人 集 し た ムラ サキ シジミ 
の 幼虫 の 頭 幅 を 測定 し て 経過 齢 数 を 決定 し , また , 寄主 植 
Wy. 季節 お よび 地域 に よる 頭 幅 の 違い を 比較 し た の で , 本 
報 で は その 結果 を 報告 する . 
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Fig. 2. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Q. myrsinifolia in Hachioji. White 
bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 
材料 お よび 方 法 定 し た . DRDS b, 脱 度 直後 で まだ 頭 部 が 十分 に 硬化 し 


幼虫 の 採集 地 , 寄主 植物 お よび 保管 方 法 


て いな か っ た り , 頭 部 が 著しく 変形 し て いた り し た 個体 に 
つい て は 頭 幅 を 測定 し な か っ た . 測定 個体 数 の 合計 は , 八 


2011 年 に , 東京 都 人 王子 市 (標高 約 110 一 260 m; 以下 , AE 王子 で 2392 VE, 茨城 で S16 匹 で あっ た . 季節 に よる 差 が あ 
F) お よび 茨城 県 南部 の 平野 部 (つく ば 市 , 土浦 市 , か すみ る か どう か を 調べ る た め , 効 虫 の 採集 日 に よっ て , 晩 春 ( 八 
が うら 市 : 標高 約 15 一 40 m: AF, 茨城 ) で , ムラ サキ シ ジ 王子 $ 月 13 日 一 6 月 15 H; 茨城 5 月 22 日 一 6 月 12 日), 7 月 
ミ の 幼虫 を 採集 し た . 八王子 で は 主 に 森林 総合 研究 所 多摩 (八王子 7 月 1 日 一 15 E; 茨城 7 月 9 昌一 26 且 ),8 月 NE 
森林 科学 園 と その 近隣 地域 で , 茨城 で は 主 に つく ば 市 の 森 子 8 月 8 日 一 25 H; 茨城 8 月 6 日 一 28 日 ),9 月 (八王子 9 月 
林 総 合 研究 所 本 所 と その 近隣 地域 で 採集 し た . 幼虫 を 採集 8 日 一 30 日 : 茨城 9 月 10 日 ), 晩秋 (八王子 の み で 10 月 13 日 
し た 樹木 は , 八王子 で は アラ カン Quercus glauca Thunb., シ 一 11 月 8 日 ) の $ つ の 時 期 に 分 けた . な お , 主 な 採集 地 で あ 
ラカン Q. myrsinifolia Blume, ウ バ メガ ン シ Q. phillyreoides A. る 八王子 市 や つく ば 市 付近 で は , ムラ サキ シジミ の 第 1 世 
Gray, コナ ラ Q. serrata Murray, クヌギ Ο. acutissima Carruth. 代 成 虫 は , 通常 6 月 後半 か ら 出 現す る . この た め ,「 晩 春 」 に 
の $ 種 , 茨城 で は シラ カシ , ウ バ メガ シ , コナ ラ の 3 種 で , 採集 され た 幼虫 は ほぼ 完全 に 第 1 世代 に 相当 する と 考え ら 
採集 当日 の うち に ., 寄主 植物 別に 70% エ タ ノ ー ル 液 中 に 幼 れる . な お , 関東 地方 の 平野 部 で は 本 種 は お そら く 3 化 ま 
東 を 人 れ て 保存 し た . 卵 が 発見 され た 場合 に は それ ら も 採 た は 4 化 で (井上 大 成 , 未 発表 ), 7 月 以降 に 採集 きれ た 幼虫 
集 し ,25 ml の 透明 な スク リュ ー 管 内 に 入れ て 常温 の 研究 室 は 主 に 第 2 世代 以降 に 相当 する と 考え られ る . し か し 成虫 
内 で 保管 し た . これ ら の 卵 を 原則 と し て 毎日 観察 し て , ΒΒ の 発生 消長 か ら は 化 数 は 明瞭 で は な く (松本 , 2010), 採集 
化し た 幼虫 を 見 つけ 次 第 同様 に エタ ノー ル 液 中 に 入れ て 時 期 に よっ て は っ きり と 世代 を 区 別 す る こと は で き な い . 


保存 し た . 
頭 幅 測定 と 齢 査定 


2011 年 11 一 12 HZ, これ ら の 効 虫 の 最大 頭 幅 を , 双 眼 実 体 
頭 微 鏡 下 で 接眼 マイ クロ メー タ を 用 いて 0.01 mm 単位 で 測 


幼虫 を , 産地 , SEED, 季節 の 違い に よっ て まとめ , 
0.05 mm ご と に 個体 数 を 集計 し て , 頭 幅 の 頻度 分 布 図 を 作 
成 し た . この 分 布 図 を も と に し て 幼虫 の 齢 を 査定 し , 齢 ご 
と の 頭 幅 の 平均 値 を 比較 し た . 個別 の 齢 の 判定 の 仕方 に つ 
いて は , 結果 に 述べ る . 
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Fig. 3. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Q. phillyreoides in Hachioji. White 


bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 
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Fig. 4. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Q. serrata and Q. acutissima in 


Hachioji. White bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 
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Fig. 5. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Q. myrsinifolia in Ibaraki. White 


bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 
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Fig.6. Frequency distributions of head capsule width of N. japonica larvae collected from Q. phillyreoides and Q. serrata in 


Ibaraki. White bars mean hatchlings collected as eggs in the field. 
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結果 
齢 査定 
八王子 で 採集 され た 効 虫 の 頭 幅 は . ほ と ん どの 場合 


0.3mm É , 0.4-0.5 mm 台 , 0.7-0.8 mm 台 , 1.0-1.2 mm É, 
1.7-1.9 mm 台 を ピー ク と し た 明瞭 な $% つ の グル ー プ に 分 か 
れ た (Figs 1-4). 各々 の グル ー プ に 含ま れる 個体 を , 1 一 5 齢 
幼虫 で ある と 判断 し た .7 月 の ウ バ メガ シ と 7 月 の コナ ラ 
で は 1 齢 幼 昌 は 得 ら れ な か っ た . どの 植物 で も ,4 齢 と 5 齢 
の 中 間 の 頭 幅 を 持つ 個体 が 少数 存在 する こと が あっ た ( ア 
ラ カ シ で は 8 月 に 4 了 匹 ,9 月 に 9 匹 , 晩秋 に 4 匹 : シ ラカン シン で 
は 晩 春 に 4 匹 ,7 月 に 2 匹 ,8 月 に 1 匹 ; ウ バ メガ シ で は 8 月 
に 2 匹 : コナ ラ で は 7 月 に 2 匹 ,8 月 に 1 匹 : クヌギ で は 7 月 
に 1 E) これ ら の 個体 に つい て は 齢 を 判断 せ ず , 解析 か ら 
除外 し た . 晩秋 の アラ カシ で 採集 され た 2 匹 (1.71 mm と 
1.85 mm) に つい て は 他 の 季節 や 寄主 植物 の 例 か ら み て $ 齢 
と 判断 し , 解析 に 加え た . 


茨城 で は . ウ バ メ ガ シ と コナ ラ か ら は 1 齢 幼 昌 が 得 ら れ な 
か っ た が , シラ カシ で は どの 季節 に 採集 され た 幼虫 の 頭 幅 
も ,$ つ の グル ー プ に 分 か れ た (Figs 5-6).4 齢 と $ 齢 の 中 間 
の 頭 幅 を 持つ 個体 (シラ カシ で 7 月 に 1 匹 , 8 月 に 2 匹 ) に 
つい て は , 解析 か ら 除 外し た . 


各 和 齢 幼虫 の 頭 幅 の 平均 値 を 計算 する の に 先立っ て , 野外 か 
DREL 1188957 08 7 , BH ze RAE TIE 1 齢 幼虫 の 頭 
幅 に 差 が ある か どう か に つい て 検定 し た . その 結果 , ある 
程度 以上 の 個体 数 が 得 ら れ た 八王子 の 晩 春の アラ カシ , 八 
王子 の 晩 春 の シラ カシ , 八王子 の 7 月 の アラ カシ , 八王子 
の 7 月 の シラ カシ , 八王子 の 8 月 の アラ カシ , 八王子 の 8 月 
の シラ カシ , 八王子 の 8 月 の コナ ラ , 八王子 の 9 月 の アラ カ 
L0wv4Qn[qcdBveco,S MES ERES 1103) 
虫 の 間 に 有 意 差 は な か っ た (C- 検 定 , ヵ > 0.05). この た め , 1 
齢 幼虫 に つい て は 両者 を 区 別 せ ず に 扱う こと と し た . な お , 
以下 に 述べ る 季節 , 寄主 植物 , 産地 に よる 頭 幅 の 比較 に お 
OT, 個体 数 が 10 匹 未 満 だ っ た 齢 に つい て は 有意 差 検定 を 
行わ な か っ た . 


季節 に よる 頭 幅 の 違い 


八王子 (Table 1) で は , アラカシ の 1 RJE OME, 晩 春 
に は 7 一 9 月 より も 有意 に 大 きか っ た . MEKI 1 8887) 8025 
少数 し か 得 ら れ な か っ た た め 検 定 し な か っ た が ., 平均 値 は 
晩 礎 よ り も や や 大 きか っ た . 2~3 齢 効 虫 の 頭 幅 も , 晩 春 と 
胸 秋 に 大 きく , 7 一 9 月 に は 有意 に 小さ か っ た . 各 齢 の 中 で 
は 4 齢 に お ける 季節 差 が 最も 顕著 で , 晩 春 , 晩秋 , 7 月 , 8・ 
9 月 の 順に 有意 に 小さ か っ た . シラ カシ で る も る 各 齢 幼虫 の 頭 
幅 は , 晩 春 に は 79 月 より も 大 きか っ た . ア ラ カ シ と 同様 
に 4 齢 に お ける 季節 差 が 最も 顕著 で , 638,7 月 ,9 月 ,8 月 
の 順に 有意 に 小さ か っ た . ウ バ メ ガ シ で は ., 2 齢 で は 7 月 の 
方 が 8 月 より も 有意 に 小さ く , また 3 齢 で は 7 月 ,8 月 ,9 月 
の 間 に 有 意 差 は な か っ た .4 齢 と $ 齢 で は ,7 月 の 方 が 8・9 
月 より も 有意 に 大 きか っ た . コナ ラ で は , 3 齢 で は 7 月 の 方 
が 8 月 より も 小さ か っ た が ,4 齢 で は 送 に 8 月 の 方 が 小さ か 
っ た . クヌギ で は 4 和 齢 と 5 齢 に つい て し か 検定 し な か っ た 


が ,7 月 と 8 月 の 間 に 有 意 差 は な か っ た . 茨城 (Table 2) で 
は , 晩 春 に は 少数 し か 採集 で き な か っ た な ため 検定 し な か っ 
た が , シラ カシ で は 1 齢 以外 の 2 一 5 齢 で は , 晩 春の 方 が 7 
~9 月 より も 平均 値 は 大 きか っ た .7-~9 月 に 採集 され た 幼 
虫 の 頭 幅 は , 検定 し た 組み 合わ せ に つい て は , 季節 に よる 
有意 差 は な か っ た . ウ バ メ ガ シ で は .,5 齢 の 7 月 と 8 月 の 間 
に 有意 差 が あっ た が , それ 以外 の 齢 で は 有意 差 は な か っ た . 


寄主 植物 に よる 頭 幅 の 違い 


八王子 で 採集 され た 幼虫 (Table 1) で は , 晩 春 に は , 4 齢 以外 
で は シラ カシ の 方 が アラ カシ より る も 大 きく ,3 齢 と 5 齢 で 
は 有意 差 が あっ た .7 月 に は , ア ラ カ シ と シラ カシ の 間 に は 
どの 齢 で も 有意 差 は な か っ た .7 月 の ウ バ メガ シ と コナ ラ 
の 幼虫 は , 他 の 植物 の 幼虫 より も 有意 に 小さ い 場 合 が あっ 
た . 8 月 に は , 落葉 樹 (クヌギ お よび コナ ラ ) の 幼虫 の 方 が 
常緑 樹 (アラカシ , シラ カシ , ウ バ メガ シ ) の 幼虫 より も 大 
きい 傾向 が あり , 常緑 樹 の 3 一 5 齢 で は , 他 の 植物 の 幼虫 よ 
り も 有意 に 小さ い 場 合 が あっ た .9 月 の 3 齢 と 5$ 前 で は , シ 
ラ カ シ や ウ バ メガ シ の 幼虫 の 方 が アラ カシ より も 有意 に 小 
さい 場合 が あっ た . 茨城 で 採集 され た 幼虫 (Table 2) で は , 
シラ カシ の 幼虫 が ウ バ メガ シ や コナ ラ の 効 虫 より も 小さ きい 
場合 が あっ た 7 月 の 5 齢 と 8 月 3 齢 ). 


産地 に よる 頭 幅 の 違い 


シラ カシ で は , 晩 春の 1 齢 ,2 齢 お よび 8 月 の 5 齢 以外 の す 
べ て の 場合 で , 茨城 の 幼虫 の 方 が 八王子 の 幼虫 より も 大 き 
か っ た (Tables 1, 2). 八王子 と 茨城 の 各々 で 10 匹 以上 得 ら 
れ た 場合 に つい て 検定 し た と ころ ,7 月 の 4 齢 と ,8 月 の 2, 
3,4 齢 で は 有意 差 が あっ た -RÆ , p « 0.05). ウ バ メガ シ で 
は 7 月 と 8 月 に 採集 さき れ た すべ て の 齢 で , 茨城 の 幼虫 の 方 
が 大 きく ,7 月 の 3 齢 と 8 月 の 3,4, 5 齢 で は 有意 差 が あっ た 
(検定 ,p<0.05). コナ ラ で は ., 有意 差 は な か っ た が (検定 , 
p > 0.05), 7 月 に 採集 きれ た すべ て の 齢 で 茨城 の 幼虫 の 方 が 
大 きか っ た . 


頭 幅 の 伸長 率 


頭 幅 の 平均 値 の 齢 ご と の 伸長 率 を Table 3 に 示し た . 伸長 率 
の 平均 は , 1.55—1.60 C , 季節 や 和 寄主 植物 に よっ て 特に 違い 
は な か っ た . 


考 R 


シジミ チョ ウ 科 の 幼虫 の 終 齢 数 は ,4 齢 で ある 種 が 多い (F 
代 木 , 1997: 加藤 2005). 試み に , 既存 の 主要 な 図鑑 類 に 語 
載 さ れ た 日 本 産 の シジミ チョ ウ 科 の 終 齢 数 を 集計 し た と こ 
ろ ,4 齢 と 記さ れ て いる 種 数 (明記 され て いな く て も は ば 確 
実に 4 齢 で ある と 特定 で きる 記述 が ある 種 を 含む ) と , 4 
齢 以外 の 記載 が ある 種 数 (Agi ιά 5 Big] O の よう な 記述 
も 含む ) は , 白水 ・ 原 (1960, 1962) で は それ ぞ れ 44 種 と 1 
fE, 手代木 (1997) で は 56 種 と 7 種 , 福田 (2005) で は 67 f& 
と 3 種 で あっ た . また , 福田 ら (1984a。 で は それ ぞ れ 28 種 
と 3 種 で あっ た が , これ ら 以 外 に 終 齢 数 を 特定 で き な い も 
の の 4 齢 と 推定 で きる 記述 が ある 種 が 26 種 あっ た . ヤ マト 
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Table 2. Head capsule widths of N. japonica larvae collected from three Quercus species in the south part of Ibaraki Prefecture, central 

















Japan. 
Q. myrsinaefolia Q. phillyraeoides Q. serrata 
Season instar 
mean SE, range, n mean SE, range, n mean SE, range, n 
1st 0.305 0.005, 0.30-0.31, 2 - - 
2nd 0.512 0.004, 0.50-0.52, 5 - = 
rag 3rd 0.820 0.008, 0.79-0.85, 7 s = 
Spring 
4th 1.293 0.009, 1.28-1.31, 3 ー ー 
5th 1.970 0.037, 1.88-2.06, 4 - - 
1st 0.314 0.002, 0.31-0.32, 7 ー = 
2nd 0.481 a, A 0.007, 0.45-0.53, 12 0.490 —, —, 1 0.493 A 0.008, 0.46-0.51, 7 
July 3rd 0.743 a, A 0.007, 0.71-0.79, 16 0.764 a, A 0.008, 0.73-0.82, 16 0.787 0.007, 0.78-0.80, 3 
4th 1.191 a, A 0.007, 1.10-1.29, 32 1.192 a, A 0.010, 1.14-1.25, 13 1.191 A 0.010, 1.08-1.26, 19 
5th 1.845 a, B 0.012, 1.74-1.94, 24 1.868 a, AB 0.010, 1.78-1.92, 16 1.892 A 0.017, 1.77-2.00, 15 
lst 0.315 0.003, 0.30-0.33, 8 ー ー 
2nd 0.491 a, A 0.005, 0.45-0.53, 17 0.493 A 0.006, 0.47-0.52, 9 ー 
August 3rd 0.740 a, B 0.005, 0.65-0.79, 30 0.765 a, A 0.006, 0.71-0.82, 28 - 
4th 1.192 a, A 0.009, 1.11-1.29, 25 1.187 a, A 0.005, 1.10-1.31, 60 ー 
Sth 1.833 a, A 0.008, 1.72-1.93, 40 1.837 b, A 0.008, 1.71-1.97, 58 ー 
1st 0.308 0.003, 0.30-0.31, 4 - - 
2nd 0.480 0.010, 0.46-0.51, 5 - - 
September 3rd 0.721 0.011, 0.68-0.78, 8 - 5 
4th 1.198 0.010, 1.17-1.25, 8 ー ー 
Sth 1.824 a 0.015, 1.73-1.88, 11 ー ー 


Means followed by the same small letter among the same instar and the same host plant are not significantly different by seasons (p » 


0.05; by Tukey's HSD test or t-test). 


Means followed by the same capital letter among the same instar and the same season are not significantly different by host plant (p > 


0.05; by Tukey's HSD test or t-test). 


Means without letters were not tested because of small sample size. 


シジミ Zzzee7zg maha OD Y. 3 ERK k ο THAIR 7e 
る と され る 種 (白水 , 2006: ΠΠ, 2007) や , 6i X 7z (7 Hi 
と いう 記載 が 多い キマ ダラ ルリ ツバ メ Spindasis takanonis 
(手代木 , 1997: 白水 2006; 矢田 , 2007) の よう な 種 も あり , 
当然 な が ら シ ジミ チョ ウ 科 の すべ て の 種 が 4 齢 で 終 齢 と な 
る わけ で は な い . 


本 研究 で , ム ラサ キシ ジミ 幼虫 の 頭 幅 の 頻度 分 布 は , 季節 , 
寄主 植物 , 産地 に か か わら ず 明 瞭 な 5 つの グル ー プ に 分 か 
TU, 齢 ご と の 頭 幅 の 伸長 率 は 齢 に か か わら ず 種 ご と に ほぼ 
定まっ た 値 (1.1-1.9 くら い , 平均 1.4) を と る と いう Dyar の 
法則 (Dyar, 1890; 久野 , 1996) に 合致 し た . 今後 , 他 の 地域 
の 材料 を 用 いて 経過 齢 数 を 調査 する こと は 必要 だ が , これ 
ら の こと か ら ム ラサ キシ ジミ の 幼虫 が , 少 な く と も 関東 地 
方 の 平野 部 で は 通常 $ 齢 を 経過 する こと は 疑い な い . ムラ 
サキ シジミ と 同属 の ムラ サキ ツバ メ の 終 和 齢 数 も 従来 4 齢 と 
され て きた が , 飼育 観察 と , 野外 か ら 採 集 さ れ た 266 個体 
の 頭 幅 の 頻度 分 布 か ら , $ 齢 で ある こと が 近年 明らか に さ 
れ , ξῶι--5[πχ}πι ΒΒ FE, それ ぞ れ 0.28, 0.47, 
0.76, 1.27, 2.08 mm, 齢 ご と の 伸長 率 は 1.62 一 1.68 で あっ た 
(小山 ・ 井 上 , 2004). これ と 比較 する と , ム ラサ キシ ジミ の 


方 が , 1 齢 で は や や 大 きか っ た が , 2・3 齢 で は あま り 差 が 
な く ,4 齢 で は や や 小さ く , 5 齢 で は か な り 小 さか っ た . 9} 
は ムラ サキ シジミ の 方 が 大 きく (手代木,1997), これ が 1 齢 
幼虫 の 大 きき の 違い に 反映 され て いる と 思わ れる . 即ち , 
ムラ サキ ツバ メ の 方 が 幼虫 期 の 伸長 成長 の 割合 が 大 きい . 
ムラ サキ ツバ メ で は 飼育 温度 別 の 幼虫 期 全体 の 長 さ (麻生 
Ò , 2006) と , 25 て に お ける 各 齢 期間 の 長 さ (小山 ・ 井 上 , 
2004) が 明らか に な っ て いる . 今後 ,. ム ラサ キシ ジミ で も こ 
れ ら を 調べ , 両 種 を 比較 する 必要 が ある . 


ムラ サキ シジミ の 終 齢 数 は . これ まで ほとん どの 文献 で 4 
齢 と され て きた (例え ば , 手代木 , 1997; 福田 2005). し か し 
最も 早く 本 種 の 幼虫 を 詳し く 観 察し た 保田 (1950) は , 5 ii 
幼虫 の 形態 や ,$ 齢 に な る と 列 を な し て アリ が 通う こと な 
ど を 記し て いる . 白水 ・ 原 (1960, 1962) は , この 保田 (1950) 
の 記録 を 「 恐 らく 観察 の 誤 | と し , ム ラサ キシ ジミ の 幼虫 
齢 数 を 4 齢 と し た . その 出典 と し て , 川副 ・ 今 立 (1956) の 
ルー ミス シジミ の 生活 史 に つい て の 報告 が 引用 きれ て い 
2. LPL, JME- 4: (1956) に は , ルー ミス シジミ の 終 齢 
が 4 齢 で も ある こと は 記さ れ て いる が , ム ラサ キシ ジミ の 終 
齢 が 4 齢 で ある と は 明記 され て いな い . 白水 ・ 原 (1960, 1962) 
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は . 川副 ・ 今 立 1956) (go S TUC v S WEOE Ὁ 
形態 比較 に 基づい て ムラ サキ シジミ の 終 齢 も 4 齢 で ある と 
判断 し た の だ ろう . 本 研究 に よっ て , 保田 (1950) の 観察 が 
誤り で は な か っ た こと が 証明 され た . た だ し 本 研究 で も ,4 
齢 と $ 齢 の 間 に あ た る 1.4 一 1.6mm 付 近 の 頭 幅 を 持つ 個体 
に つい て は 齢 を 判断 で き な い 場合 が あっ た . こ の よう な 各 
齢 の 中 間 的 な 頭 幅 を 持つ 少数 個体 の 存在 は , モン シロ チョ 
ウ で も 知ら れ て いる (北野 , 1967). これ ら が どの よう な 発 
育 を し た 個体 で ある か は 明らか で な い が , ム ラサ キシ ジミ 
に , 5 B2 CZ wv m A Er EELDE 2 
こと は で き な い . 


白水 ・ 原 (1960, 1962) に は , ムラ サキ シジミ 以外 に る も 数 種 
の シジミ チョ ウ 科 の 幼虫 齢 数 に つい て 5 齢 で も ある と いう 観 
察 は 恐らく 誤り と し た 記述 が ある . シ ジミ チョ ウ 科 の 多く 
Of στα 齢 で ある こと は 疑い な いと 思わ れる が , 多 
数 の 個体 の 頭 幅 を 測定 し て その 頻度 分 布 を 示し た デー タ は 
ほとん ど 存 在 し な い . 少数 個体 の 飼育 観察 で は 若 齢 効 昌 の 
脱 上 度 を 見 落と し て し まう 危険 性 は あり , 特に 頭 部 が 背面 か 
ら は わか り に くい 形態 の シジミ チョ ウ 科 で は , 頭 幅 の 変化 
に 気づき に くい こと は 容易 に 想像 さき れる. 少な く と も 過去 
ic 38523 A BS DAC d5 2 5 v» gud 235 o BELLO VCI, 
経過 齢 数 を 調べ 直す 必要 が ある か も し れ な い . 


八王子 の アラ カシ と シラ カシ で 晩 春 に 採集 され た 幼虫 は , 
7—9 月 に 採集 きれ た 幼虫 より も , どの 齢 で も 頭 幅 が 大 きい 
fi ΠΠ 238] BE 73 o 7c . 採集 数 が 少な か っ た た め 統 計 検 定 は 行 
わな か っ た が だが, 茨城 の シラ カシ で も 同じ 傾向 が あっ た . ま 
た 八王子 の アラ カシ で は ., 晩秋 の 幼虫 は , 晩 春 と 同 程度 の 
大 きき だ っ た . す な わ ち , 効 虫 の 頭 幅 は 高温 期 に は 小さ く , 
低温 期 に は 大 きく な る と 考え られ る . この よう な 傾向 は モ 
ン シ ロ チョ ウ で も 確認 され て いる (北野 , 1967). 幼虫 (特に 
終 齢 ) の 大 きき さ は, 上 踊 や 成虫 の 大 きき さき に 反映 され る こと が 
予想 され る が , ムラ サキ シジミ で は 季節 変異 の 存在 は 知ら 
れ て いな い (白水 , 2006; 矢田 2007). 


茨城 の 方 が 八王子 より も 幼虫 が 大 きい 傾向 は , 季節 や 寄主 
植物 を 問わ ず 明 瞭 だ っ た . それぞれ で 最も 多く の 幼虫 を 採 
集 し た つく ば 市 の 森林 総合 研究 所 本 所 と , 八王子 市 の 多摩 
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Fig. 7. Mean air temperature of Hachioji and Tsukuba in 2011. 


森林 科学 園 で 観測 され た 2011 年 4 月 か ら 11 月 まで の 旬 ご 
と の 平均 気温 を Fig. 7 に 示し た . 気温 は 両 地 で 大 差 な か っ 
た た め , 茨城 と 八王子 の 幼虫 の 大 きき さ の 人 違い の 原因 は 発育 
期間 中 の 気温 に よる も の で は な いと 考え られ , 地理 的 な 変 
異 か も し れ な い . モンシロチョウ 効 虫 で も , 産地 に よっ て 
頭 幅 が 異な る こと が 知ら れ て いる (平田 ら , 1967). ムラ サ 
キシ ジミ の 大 き さ の 地理 的 変異 に つい て , 八重 山 産 (成虫 ) 
は 本 土産 より も や や 大 型 で も る と きれ る が (藤岡, 1975), そ 
の 他 に 詳細 な 比較 は な され て いな いよ う で ある . 今後 , ΒΒ 
東 地方 以外 の 材料 も 含め て 幼虫 , NS, 成虫 の 大 き さ の 季節 
に よる 差 を 調べ る と と も に , 温度 条件 を か えた 飼育 を 行っ 
τ, その 影響 に つい て 詳し く 調 べ る 必要 が ある だ ろう . 


同じ 季節 に 採集 され た 幼虫 で も , 寄主 植物 に よっ て 頭 幅 に 
有意 差 が ある 場合 が あっ た . し か し , それ は 特に 一 貫 し た 
傾向 で は な く , 例え ば シラ カシ と アラ カシ を 比べ る と , 前 
者 の 方 が 大 きい 場合 も 小さ い 場 合 も あっ た . シラ カシ は ム 
ラサ キシ ジミ に と っ て 不適 な 食 樹 で ある と 考え られ た こと 
も ある が (福田 ら , 19842), 本 研究 で も 多数 の 幼虫 が 採集 さ 
れ た よう に , 現在 の 関東 地方 で は 普通 に 利用 きれ て いる . 
少な く と も 幼虫 の 大 きき さか ら は , アラカシ より も シラ カシ 
の 方 が 発育 に 不適 な 食 樹 で ある と は 考え られ な い . ま た 沙 
葉 樹 で 採集 きれ た 幼虫 の 方 が 常緑 樹 で 採集 され た 幼虫 より 
も 大 きい 場合 も あっ た た め , 常緑 樹 の 方 が 適し た 寄主 植物 
で ある と も 考え ん え にくい. モンシロチョウ で は 寄主 植物 ( キ 
ャ ベツ , ハ ナヤ サイ , アブラナ, カブ) に よる 幼虫 頭 幅 の 違 
い は な か っ た と いう 報告 (平田 ら , 1967) が ある 一 方 , キ ャ 
ベツ で 飼育 し た 個体 は イヌ ガラ シ で 飼育 し た 個体 に 比べ て 
3 齢 以降 わずか に 頭 幅 が 大 きく な っ た と する 報告 (長沢 , 
1955b) も ある . 本 研究 の 結果 か ら は , ム ラサ キシ ジミ で は , 
餌 植物 の 違い は 季節 や 産地 の 違い ほど は 幼虫 の 大 き さ に 逐 
響 を お よ ぼ し て いな い 可 能 性 が 高い が , 本 種 は 今回 調査 し 
た $ 種 以外 に も 多く の ブナ 科 を 寄主 植物 と し て 利用 し て い 
る (仁平 ,2004). 今後 , さら に 他 の 植物 で も 幼虫 の 頭 幅 を 調 
べ る と と も に , 餌 植物 に よっ て 発育 期間 や 死亡 率 , MoE 
量 な ど に 違い が ある か どう か も , 飼育 実験 に よっ て 確か め 
る 必要 が ある . 


将来 この よう な 調査 ・ 実 験 を 進め る こと に よっ て , か つて 
不適 だ と され て いた シラ カシ を な せ 普 通 に 利用 する よう に 
な っ た の か , あるいは 個体 数 の 長期 に わた る 変動 が どの よ 
うな メカ ニズム で 起こ っ て いる の か を 解明 する た め の 糸 口 
を 見 つけ る こと が で きる か も し れ な い . 


摘 要 

東京 都 八王子 市 と 茨城 県 南部 で 採集 きれ た 2908 [UO A 7 
サキ シジミ 幼虫 の 頭 幅 を 測定 し , 季節 , 寄主 植物 , 産地 に よ 
る 違い を 比較 し た . 

1. 頭 幅 は , 季節 , 寄主 植物 , 産地 に か か わら ず , 0.3 mmf, 
0.4-0.5 mm Zi, 0.7-0.8 mm £i, 1.0-1.2 mm £i, 1.7-1.9 mm 


Gt*U6—ZLbLIHBEEZSOO0Zua-—7caadn?. 
2. 頭 幅 は 低温 期 ( 晩 春 , 晩秋 ) に 大 きさく, 高温 期 (7, 8, 9 
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月 ) に 小さ く な っ た . 


3. 茨城 で 採集 さ れ た 幼虫 の 頭 幅 の 方 が , 八王子 で 採集 さ 
れ た 幼虫 の 頭 幅 より も 大 きか っ た . 


4. 寄主 植物 に よる 違い は , 季節 や 産地 に よる 違い ほど 明 
ECC 2g2:7z. 


5. 齢 ご と の 頭 幅 の 伸長 率 は , 1.5$ 一 1.60 T, 季節 や 寄主 植 
物 に よっ て 違い は な か っ た . 


6. ムラ サキ シジミ の 終 齢 数 は これ まで ほとん どの 文献 で 
4 齢 と され て きた が , 本 研究 に よっ て 5$ 齢 で ある こと が 明 
ら か に な っ た . 


δν Βὲ 


文献 の 入手 に 際 し て ., 平井 規 央 , 保田 汰 郎 , 國 本 佳 範 , 若山 
学 , 橋本 健一 , 加藤 義 臣 , 松本 和 馬 の 諸氏 に お 世話 に な っ 
た . 記 し て 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


Head capsule width of 2908 individuals of Narathura japonica 
(Murray) larvae collected from various host trees (Quercus glauca, 
Q. myrsinifolia, Q. phillyreoides, Q. serrata or Q. acutissima) in 
Tokyo (Hachioji) and Ibaraki (Tsukuba, Tsuchiura and 
Kasumigaura) were measured. The larval head capsule widths 
were divided into five categories with peaks at around 0.3, 0.4-0.5, 
0.7-0.8, 1.0-1.2 and 1.7-1.9mm regardless of the season, host 
plant species or locality. Larvae collected in late spring (May-June) 
and late autumn (October-November) were larger than those 
collected in summer and early autumn (July, August and September). 
Moreover, larvae collected in Ibaraki were larger than those 
collected in Tokyo. Effect of host plant on the head capsule width 
was unclear. Elongation rates of head capsule width in successive 
instars were 1.55-1.60 and Dyar's law was applicable. The present 
study revealed that N. japonica has five larval instars at least in 
Kanto, though most authors have stated that the final instar is the 
fourth. 
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